
四

方

tJ. 

る

石

ま

え

カt

き

「
鳥
田
教
授
古
稀
記J

こ
れ
は
、

池
上
禎
造
氏
「
『
方
』

字
の
合
音
用
法」
(
念
国
文
学
論
集

~

の

続
詔
の
試
み
で
あ
る
。

池
上
氏
の
研
究
は
、
「
方
」
の
字
音
に
ハ

ウ
と
ホ
ウ
と
あ
る
こ
と
か
ら、

そ

の

閃
合
は
意
味
に
も
関
係
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
精
鰍
な
も
の
で
あ

る
。

そ
の

相
還
を
指
摘
し
た
論
考
は
以
前
に
も
数
編
あ
っ

た
が
、

資
料
的
に

も
解
釈
の
上
に
も
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
。

わ
た
し
は
、

こ
こ
に
池
上
氏

の
主
旨
を
も
う
一

歩
進
め
て
み
よ
う
と
思
う。



〔寄せ書き〕四方なる石

更
級日
記に

え
もい
は
すお
ほ
き
な
るい
し
の
よ
ほ
う
な
る
中に

と
あ
る
が 、
四
角な
意
味の
四
方は 、
「よ
は
う」
で
な
く
「よ
ほ
う」
で

あっ
た 。
中
世に
は
し
ば
し
ば
見
う

け
ら
れ
る 。

成
餐
堂
本
論
語
抄に

若
別
事ヲ
タン
カ
ウセパ
事ナ
ラ
ズ
タ
卜エパ

7
ル
牛ア
ナニ
ヨ
ホ
ウ

ノ
エ
ヲ
サス
カコ
トシ

(
巻
八
街
宗
公
十
五)

と
あ
り 、
こ
れ
は
抄
物と
し
て
最
も
古い
と
思
う 。

永
正の
六
物
図
抄に

ヨ
ホ
ウ

北
思
慮
愛
方
ト

云
テ
北
寝
盛
洲ノ
人ハ
面カ
四
方
ナ
事ソ
(
翻
刻
本

八
七ペ
ー
ジ)

と
あ
る
が 、
六
物
採
摘に

倶
舎-一
北
拘
慮
愛
方
卜

ア
リ

北
州ノ
人ノ
顔四
角ナル
ヲ
云ソ
(
寛
永

板
木
下
三一
オ)

と
あ
る 。

池
上
氏は 、
山
直
瀬
玄
朔の
医
方
大
成
論
(
京
都
大
学
蔵
明
治
末
新
写)

の
例
を
あげ
ら
れ
た 。

四
角ニ
ヨ
ホ
ウニ
ハ
マ
ツ
テ
ウコ
カ
レ
ヌ
事ゾ

東
京
大
学
国
語
学
研
究
室
蔵の
写
本は 、
天
正
十一
年 、
啓
迫
庵
(
玄
朔

の
父 、
道三
の
学
舎で 、
後に
岡
本
玄
冶に
授
け
た
と
こ
ろ)
で 、
済
庵
が

筆
記
し
た
もの
を 、
玄
冶の
門人
玄
原
が
所
持し
てい
た
本で
あ
る 。
済
庵

は
「日
本
医
学
出入」
に
も出
て
い
ない
が 、
京
大
本の
安
芸
道
本の
こ
と
で

あ
ろ
うか 。

道三
は
当
代
第一
の
医
師で 、
フロ
イス
の
「
日
本
年
報」
に

くわ
し
く

朗報
じ
ら
れ 、
その
所
説は
キ
リシ
タン
に
も
影
響
を
与
えた 。
本

章百に
(
積
熱)
体
気
素
実ノ
道三ノ
如ナ
人-一
ハ
積
熱ア
リ

常-一
上
気シ
日

赤
身
||

発
熱也
東
井ノ
如ク
ナ
者ニ
ハ
癌
疾ア
ラ
ン
ソ
ト

也

と
あり 、
東
井は
玄
朔の
別
号で
あ
る 。

出
雲
朝
子
氏よ
り
抄
物の
「よ
ほ
う」
を
若
干一示さ
れ
た
が 、
上
野
図
書

館
蔵王
慶
抄の一
例
を
あ
げ
る 。

方
随
||

方
l

寿
千
仙
l|ハ

仙
人ハ
ヒ
トミ

カヨ
ホウ
ナソ
仙
人モ

、
ゥ

巴市
今

千
年ハ
カ
リニ
ナル
カ
サ
ウアル
ケ
ナソ
方
l|トヨ

ム
人モ
ア
リ

方

||カヨ
ケ
ナ
ソ
(
巻一一
一
ウ)

こ
れは
「よ
は
う」

へ
の
推
移
を
示
す
適
例で
あ
る 。

古
活
字
版
伊
曽
保
物
語に

四
方な
る
石に
五つ
の
もん
じ
あらば
れ
たり
(
上
一
O
オ)

と
あ
る
が 、
万
治
板に
は
「よ
ほ
う」
の
ふ
り
が
な
が
あ
る 。

満
佐
須
計
装
束
抄に
も
「よ
ほ
う三

尺」
「
き
丁
を
よ
ほ
うに」
な
ど
見

え
る
が 、
群
書
類
従
本がい
つ
ま
で
測るか
知
ら
ない 。

ゆ川中
内γ

訓
点
資
料の
「
方」
に
つ
い
て
小
林一方
規
氏よ
り

数
例
示
さ
れ
たが 、
上

野
図
書
館
蔵大
日
経
治
安二
年
点の一
例
を
あ
げ
る 。
「四」
の
傍
訓は
な

*
ウ

四
方に
し
て
遍
く
黄
色
な
り

ほ
う

ロ
ド
リ
ゲス
は
「
方」
が
わかっ
て
い
たが 、
誤
り
もあ
る 。

長
く
も
な
く 、

短
く
もな
く 、
円
く
もな
く 、
四
方に
(凶広
宮戸)
な

き
もの
な
り 。

「
仮
名
法語」
(土
井
博
士
訳
注
木
三
四
七ペ
ージ)

77 



は 、
大
灯
国
師
仮
名
法語
の

月の
ご
と
く
ま
ろ
き
物に
あ
るべ
きと
お
も
ふべ
か
ら
ず 。
長
く
もみ

し
か
く
もな
く 、
ま
ろ
く
も四
方に
も
な
き
もの
な
り 。
(二
五
ウ
I二

六
オ)

に
よっ
た
も
の
で
「し
ほ
うに
も」
と
すべ
きで
ある 。

日
葡
辞
書の
附，b
roロ(
方
盆)
の
〈O『ひ
ロo
rg
は
合っ
てい
る
が 、

JF同口問E
E(四
方
錐)
の
関
合の
記
号は
東
洋
文
庫の
ロ
l
卜

グ
ラ
フ
本で

は
はっ
き
り
し
ない 。
補
遣の
百
戸
吉町
S
S
は
誤り
で
ある 。
位
葡

日
対
訳
辞
書の
の己
主2E5
25
の
条に 、
J円03
2
2
5
80
と
ある
が 、

誤っ
て
い
る 。

「よ
は
う」
と
あ
る
例は
新しい
もの
で
ある 。
下
学
集
の
「
算」
の
注

ヨ
ハ
合唱，

に
四
方
と
ある
が 、
東
京
教
育
大
学
図
書
館
蔵室
町
中
期
写
本に
は
ふ

ヨ
ハ
合唱，

り
が
な
は
ない 。
池
上
氏は
境
嚢
抄
の
四
方
を
引
か
れた
が 、
大
東
急

記
念
文
庫
蔵
慶
長
伝
写
本に
は

四

方

口ハ
ヨ
ホ
ウ
也
Oハ
マ
ロ
也
卜ヨ

ム
也
(
巻三
の
八
五)

と
ある 。

〔寄せ書き〕凶方なる石

「
方」
の
「ほ
う」
は
四
角
以
外に
も
用い
ら
れ
た 。
楊
守
敬
旧
蔵
本
将

門
記に

ホ
内y

撫
育
之
方
普ネク
民
家e一
在リ
(
複
製
本
三
0ペ
ー
ジ)

と
あ
る
の
は 、
医
方
大
成
論の

ホ
ウハ
道トヨ
ム
ソ

孔
子ノ
道ヲ
方
内ト
云
老
子ノ
道ヲ
方
外ト

云
ト

也

に
あた
ろ
う 。

さ
ら
に 、
手が
か
り
を
伊呂
波
字
類
抄
(十
巻
本)
の
畳
字
門に
求め
る

と
「は
う」

「ほ
う」
の
使い
分
け
は
左の
と
お
り
で
ある 。

ノ
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方
角

1:: 1:: 

等広
1:: 1:: 
正相

と

抱

E

面

と 主

便物

ホ

如、
丈

と

銭
帯
名

と
略

ξ
す

孫、

薬

E

磐

と

術

ξ

良

ハ
の「
方
等」につ
い
て 、
春
日
和
男氏よ
り
三
宝
絵
詞の
例
を
教
え
ら
れ

た 。
東
大
守
切に

は
うとうふ
の
く
さ
/i‘の
経を
(
関
戸
家
本
一
ウ)

と
あり 、
閣制
智
院
本・
前田
家
本に
は
方
等と
なっ
てい
る 。

梅
沢
本
古
本
説
話
集の
「
方」
の
例主
「
総
索引」
(広

島
大
学
園
語
)

」

t

r

学

研

究

室

編

」

よっ
て一
覧で
き
る 。

ー
すべ
きは
う

(
複
製
本
九
0ペ
ージ

左)

2
は
うべ
ん
(一
O
六ペ
ージ

右)

3
ほ
う二

三
尺
(
六五ペ
ー
ジ
右)

4
ほ
う四

五
丈
(
六五ペ
ージ

左)

5
その
ほ
う
を
な
ら
ひ
て
(一
一一一
ペ
ージ

左)

ー
は
為
方セムハウ
(
色
業
字
類
抄)
と
同じ
で 、
2
は
伊
呂
波
字
類
抄に

合っ
てい
る 。
3
4
は
「よ
ほ
う」
と
同
じで
あ
る 。
5
は 、
こ
の
話と
同

じ
も
の
が
打
開
集・
今
昔
物
詩
集に
あ
り 、
「
法」
と
なっ
てい
る 。
精
密

な
索
引に
惜しい
蝦
瑳で
ある 。

方
円



「ほ
う」
の
例
を
伊
呂
波
字
類
抄に
あ
げ
ら
れ
た
順に
尋ね
て
みよ
う 。

方
円

運
歩
色
葉
集の
ホの
項に
軍
陣の
名と
し
て
あ
る 。
川
瀬
博
士が
季
綱
切

エ
シ
ホ
ウ

韻と
言わ
れ
る
もの
に
円
方
と
あり 、
古
くは
石
山
寺
本
法
華
義
疏に

ホ
ム方

員(
円)
と
あ
る 。
日
葡
辞
書や
伊
京
集は
誤っ
て
い
る 。
方は
伊
呂

7
9
ナ
リ

波
字
類
抄に
方ィ|
昨
と
あ
る
よ
うに
ケ
タ
と
もいっ
た 。
雑
談
集
(
寛

永
板)
の心

ヲハ
水ノ
如ニ
モ
チ
ナシ
テ 。
方ト
円ト
ヲ 。
物ニ
マ
カ
セ
ン
(
古

ケ
タ

マ
ロ

典
文
庫
上
一
O八ペ
ー
ジ)

は
無
住の
頃
の
ま
ま
で
は
あ
る
まい 。
な
お 、
平
安
時
代に
も
ケ
タ
とマ
ロ

と
の
対
立は
あっ
た
の
で
為る 。

方
丈

「ほ
う」
と
あ
る
もの
は 、
日
葡
辞
書・
温
故
知
新
書・
黒
本
本
節
用
集・

鰻
頭
屋
本
節
用
集・
速
歩
色
葉
集
な
ど
で
あ
る 。
伊
京
集で
は
ホ
の
項に
収

ハ
，
チ
守
，

め
な
が
ら
方
丈
と
し
て
し
まっ
た 。
天
草
版
平
家
物
語
も

同町』印口同
E
御
庵
室
を
(巻
四
三
七三
ペ
ー
ジ)

と
誤っ
て
い
る 。

方
銭

帯の
名で
あ
る
が 、
満
佐
須
計
装
束
抄に
見
え
る 。

方

銭

お
び
の
右の
わ
きに 。
ほ
う

せ
ん
とい
ふ
よ
ほ
う
な
る
石ふ
たつ
が

(
巻三)

と
い
う

例し
か
知
ら
れ
て
い
ない 。

方
略

色
葉
字
類
抄で
はハ
と
ホ
と
に
あ
る
が 、
用
例を
知
ら
ない 。

方
寸

キ
リシ
タ
ン
資
料で
は 、
日
葡
辞
書
も
天
草
版
金
句
集(
第一一一
六
則の

心)
も
関
音に
なっ
て
い
る 。

方
薬

二つ
の
意
味が
あ
る 。

医
薬
関
係で
は 、
色
葉
字
類
抄
(前
回
本)
に
方
薬
唯

一端ク
治
方チ

ホウ
と
あ
り 、
医
方
惜
同
情

のハ
は
はっ
き
り
し
ない
が
お
か
しい 。
天

い

除
う

ぞ
く

泊四
う

草
版
落
葉
集
(
本
篇)
の
医
i

方
薬
1

方
は
よい
が 、
金
句
集
の

み
色ヲ

く
す
り

病に
応
じ
て
尽
を
施
す
(
第二
七
三
則)

は
誤りと
思
う 。

ウ
ヲ
ケ

馬
鹿の
意
味で
は 、
伊
京
集・
黒
本
本
節
用
集に
方
薬
胤

と
あ
る 。

臼
葡
辞
書
も
pu
ヨrE
(
馬
鹿な)
で
あ
る 。
類
取県
名
物
考に
は
松
永
貞
徳

の
戴
恩
記の
例が
引い
て
ゐ
る 。

又
有
時
丸
雨ふ
りに
ほ
く
り
に
て
参り
し
に
ふ
と
紹巴
出
給ひっ
る
ほ

どに
ほ
く
り
を
ぬ
か
ん
と
か
た
は
らへ
よ
り
し
か
ば
そこ
は
利
根
者か
と

思へ
ば
方
薬な
り
そ
れ
ぬ
ぎて
足の
よ
こ
れ
は
座
敷へ
い
ら
れ
ん
やと
し

か
ら
れ
き
(
下
歌
学
文
庫
二
六ペ
ー
ジ)

日
本
歌
学
大
系
本で
は
方
葉と
翻
刻し
て
い
る
が 、
薬と
業と
字
体が
ま
ち

がい
や
すい
こ
と
は 、
伊
日
波
字
類
抄の
方
薬を
見て
もわ
か
ろ
う 。

方
磐

図
書
寮
本
類
取市
名
義
抄に
は
和
名
抄二
十
巻
本に
よ
り

方
磐願云
…笠暴強

と
あっ
て
奉に
去の
声
点が
あ
る 。
(ア
クセ
ン
トに

つ
い
て
は
後
述
す
る)

色
葉
字
類
抄
も
ホ
ウ
ギ
ヤ
ウ
で
あ
る 。
仮
名
文
字
遣に
も
見
え
る 。

ほ
う
きゃ
う

方
磐
(
(
古
板
本
四六
オ)
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夜
鶴
庭
訓
抄
や
残
夜
抄
に
も
あ
る
が
、

類
従
木
だ
か
ら
き
し
ひ
か
え
る
。

教
訓
抄
に
も

永
ウ
キ
ヤ
ウ

一

方

磐

或
作
響

(

巻

九

日

木

古

典

全

集
)

と
あ
り、
体

源
妙
に
もみ
え
る
。

方

術

三

巻

本
で
は
ハ

の
岡引
に

収め
ら

れ、

十

巻

本
で
は
ホ
の
項
で
あ
る
が
、

後

者

が

正

し

い

と

思

わ

れ

る
。

小

林

万

規

氏

は

梅

沢

氏

磁

新

核

問

詠

集

の

鎌

介

ホ
ウ

時
代
の

訓
点
の

方
術

を、

測
っ

て
、

大
坪
併
治
氏
は
石
山
年
本
ト人
般
担

ホ
ウ

繋

経

治

安

四

年

点

の

方

泊

呪

術

を

教

え

ら

れ

た
。

カ山
氏

こ

れ
は
行
疑
の

例で
あ
る
。

次
の
例
も
問

題
と
な
る
。

方
呈

ホ
ウ
リ
マ
ウ

易
林
本
節
用
先
に

方
誌

と
あ
る
o

H
葡
附川
代日
に

明，
D
コ
印
(日
叩
ま
た
は

限
り)

と
し、

キ
リ
ホ
ウ
リ
ヤ
ウ
ガ
ナ
イ
と
い

う
例
が
見
え
る
。

そ
う
レ
う

例
は
仙人

記
抄
(

寛、
氷
板
)

に
三

例
あ
る
。

只
牛
洲
ト
パ

カ
リ
ハ

雌
空
ナ
ソ
。

ホ
ウ
リ
ヤ
ウ
カ
ナ
ウ
テ
ハ
ソ
。

(
巻

七

八
オ
)

其

様
-一

物

ヲ

云
へ

ハ
。

ホ

ウ

リ

ヤ

ウ

モ

ナ

イ

ソ
。

(

巻

九

二

三

ウ
)

狂
言
の
方
主
に
つ
い
て
は
古

川

久

氏

「
狂
言
討

さ
(

制

一銭

学
)

に
多

くの

例
が
あ
げ
ら
れ
て
あ
る
。

方
立

ヘ

人

文

研

究
J

浜
田
敦
氏
(
二

の
六

)

も
考
察
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ

た
が
、
「
ほ

こ
だ
ち
」

が
「
ほ
う
だ
て
」

と
な
り、

万
立
の
漢
字
が
あ
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

字
類

抄三
巻

本
の

桜
ホコ
ダ
チ
は
十

巻

本で
ホ
ウ
タ
テ

で
あ
る
。

天

草

版
J「

家

物

語
の

綴
の
『
定
2
5

を
打
叩
い
て
(
巻
三

二
ハ
七
ペ
ー
ジ
)

に
つ
い
て
、

森
田
武
氏
は

門
の
柱
な
ど
の
両
側
に
添
え
て
立
て
る
「
桜
」

の
場
合、

元
和
板
下
学

集
に
「
方
立
」

と
あ
り、

日
葡
辞
書
本
篇
に

司
注
目
お

と
し
て
い
る
。

し

か
し、

ム
旦
臼
の
形
も
あ
っ

た
の
か
、

温
故
知
新
主
・

天
正
十
八
年
本
・

易

林
本
節
用
集

な
どに
は
ホ
ウ
ダ
テ
と
な
っ
て
い
る
。

「

簸
」

の
「
方
立
」

も
こ
れ
に

準
じ
て

考
え
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、

司
自
去

の
『
D
含
芯

を
以
て

閥
合
の
混
M、

あ
るい
は
誤
植
と
きめ
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
。

日

葡
辞

市一U
の
補
迭
に
は

司
O
L
民間

を
再
録
し
て
い
る
が、

こ
れ
も
合立
円
符
を
脱
し

「
天

草

版

平

家

物

語

の
J

た
も
の
で
は
あ
る
ま
い

か

と
思

j

れ

る
。

一

一

t

f

書

き

入

れ

難

語

句

解
」

と

言
わ

れ
て
い
る
。

「
ほ
こ
」

が
枇
っ
て
「
棒
」

に
な
っ

た
と
レ

う
説
が
あ
る
。

わ
き
道
に
そ

れ

る
が、

関
連
も
あ
る
の
で
述べ
て
お

きた
い
。

柳
出
国
男
氏
は、
「
国
語
史
新
語
篇
」
(
四
五
ペ
ー
ジ
)

や
、
「
針
平
雑
記
」

(
六
九
ペ
ー
ジ
)

の
中
で、

木
の
ボ
ウ
は
子
供
の
遊
ぶ
ボ
ク
ト
と
同
じ
も
の

で
、

古
い
日

本
語
の
ホコ
が
ボ
ウ
の

元

で
、

棒
の
漢
字
は
後
か
ら
あ
て
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

こ

れ
に

対
し
て
、

山
田
孝
雄
博
士

ヘ

国

語

学
J

t

/

第
一

輯

」

f

た
し
か
柳
田
氏
の
論
説
だっ
た
と
思ふ
が
(

失

礼
な
点
は
学
問の
為
に

覚
恕

を
願ふ
)

「
棒
」

とい
ふ
語
は
漢
語
で
は
無
く

て
「
ほ
こ
」

とい
ふ

80 



〔寄せ書き〕四方なる石

語
か
ら
転じ
た
とい
ふ
説
を
見
た
の
だ
が 、
倭
名
紗の
刑
罰
具に「
棒」

とい
ふ
字
を
標
示し
て
「
字
亦
作
梓俗1
5刀」
と
あ
る 。
そ
れ
で
古
代

か
ら
棒とい
ふ
漢
語
を
国
語に
適
用し
て
ゐ
た
こ
と
は
著し
い
の
で
あ

る 。
と
言わ
れ
て
い
る 。
棒の
字は 、
韻
鋭
第三
転
諮
韻に
属し 、
和
名
抄に

「
俗
音
方」 、
類
表
名
義
抄に
「
棒俗音パウ」
と
あ
る
よ
うに

「ば
う」
で
あ

る 。
棒の
士口
音を
「ぼ
う」
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
が
誤
り
の
もと
で
あ
る 。

こ
の
よ
う
な
意
味で
「
方」
を
「ぼ
う」
と
発
音す
るこ
と
は
ない
の
で
あ

る 。黒
方

池
上
氏は 、
源
氏
物
語
大
成よ
り

斎
院の
御
く
ろ
ほ
う

(
梅
枝)

ふ
か
き
く
ろ
ほ
うに
し
み
て
(
賢
木)

の
例を
引
か
れ
た 。
氏
本は
大
島
本で
中
世の
もの
で
ある 。
と
こ
ろ
が 、

臼
葡
辞
書は
のE8
5
(
香
り
の
種
類)
で
あ
る 。
仮
名
遺
書
も

く
ろ
ば
う
照方
驚也
玄方
(
類
字
仮
名
選)

タ
キ
モ
J
J

黒
方
繍

く
ろば
う

(
和
字
正
濫
抄)

と
あ
る 。
こ
の
荷
書に
は
「
方」
の
「ほ
う」
の
例は
ない 。
「
く
ろ
ぼ
う」

の
方が
正
しい
と
思
う

が 、
士口い
確
例が
ほ
しい 。

四

万
葉
仮
名で
「
方」
は

本ぺ
は
馬
酔
木
花
咲
き
末ぺ
方
椿
花
咲
く
(
巻
十三・
三
ニ
ニ
二)

は
ろ
ば
ろ
に
お
も
方
ゆ
る
か
も
白
雲の
千
重に
隔て
る
筑
紫の
閣は

(
巻
五・
八
六
六)

な
ど
と
あ
る 。
有
坂
秀
世
博
士は
「
上
代
音韻
致」
(一
O二
ペ
ー
ジ)
で 、

ホ
ウ
ク
ユ
ツ

平
安
時
代に
お
け
る
方
術
な
どの
用
例や
「
方」
と
同じ
く

陽
韻三
等

の
「
望」
「
忘」
を
オ
列の
「
も」
で
読
むこ
と
か
ら 、
巻五の
「
於
忘
方

自
流」
を
オモ
ホユ
ル
と
読
む
説に
も
相
当の
理
由が
あ
る
が 、
「
方」
を

ホの
仮
名で
用い
た
例は
外に
ない
の
で 、
慎
重を
期し
て
オモハ
ユ
ル
と

読
ま
れ
て
い
る 。
日
本
古
典
文
学
大
系
本や
深
潟
博
士の
注
釈で
は
オモ
ホ

ホ

ホ
ヲ

ユ
ル
で
あ
る 。
し
か
し 、
奈
良
時
代の
「
方」
と
平
安
時
代の
「
方」
と
関

係が
あ
る
か
ど
う

か
わ
か
ら
ない 。

お
わ
り
に 、
ア
クセ
ン
トに

つ
い
て
ふ
れ
て
お
く 。
色
葉
字
類
抄
(
前
田

本)
に
よ
れ
ば 、
「
方
銭」
「
方
略」
「
方
薬」
「
方
磐」
の
ホウ
に
そ
れ
ぞ
れ

去
声の
点が
あ
り 、

「
治
方」
の
ホ
ウ
は
上

声の
点が
あ
る 。

能
誉の
読
経口
伝
明
鏡
集
の
例を
馬
淵
和
夫
氏に
教
え
ら
れ
た 。
山
田
博

士
蔵
本で
は 、

方ヲ
方トヨ
ム
(
巻
六)
(烈まるは戸点)

と
あ
り 、

東
京
大
学
国
語
学
研
究
室
蔵
法
華
経
音
義
(
天正
十七
年
写)
に

抄
出し
て
あ
る
もの
に
は

.
h

対

一筋(
巻
六)

と
あ
る 。

こ
れ
ら
を
綜
合
し
て
考
え
る
と 、
方は
「は
う」

「ほ
う」
と
もに
去
声

に
属
する
が 、
「ほ
う」
は
熟
語
など
の
下に
くる
と
上
声に
変
化
す
るこ

と
が
あっ
た
の
で
あ
ろ
う 。

方の
「ほ
う」
は
普
通の
漢字
音よ
り
日
本
化し
てい
た
こ
と
は 、
「よ

ほ
う」

「
く
ろ
ぼ
う」
な
ど
の
湯
桶
読の
語
を
生
じ
てい
る
こ
と
か
ら
も
考
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え
ら
れ
る 。
中
世に
は
「
方
立」
の
よ
うな

重
箱
読の
諮
も
見
ら
れ 、
「ほ

う」
の{子
音が
よ
ほ
ど
耳
馴
れ
てい
た
の
で
あ
ろ
う 。
中
世
末か
ら
近
世に

か
けて 、
「は
う」

「ほ
う」

が
聞
き
分
け
ら
れ
な
く
な
る
と 、
「
よ
ほ
う」

も 、
特
殊な
用
語
を
除
き 、
や
が
て、消
えていっ
た
の
で
あ
る 。
今
ま
で
括

抗し
てい
た
「四
角」
に
席
を
ゆ
ずっ
たに
ち
が
い
ない 。
その「
凶
角な」

(日
南
辞
書)
と
て
も 、
い
つ
まで
も
変
ら
ない
で
は
い
ら
れ
ない 。
堀
季

維の
浜
荻
(
明
和
四
年)
に
「
江
戸に
言ひ
習は
し
た
る
慈し
き
詞」
と
し

て
「四
角
ヲ

し
か
くレ」
と
あ
り 、

現在
の
よ
う
な
形へ
の
推
移を
見せ

てい
るの
で
ある 。

(
福
島。
邦
道)




